
｢DNAの抽出実験｣の指導法

1.はじめに

理科教育において観察 ･実習が重要であり,

最近はネット上にもいろいろな実習案が公開さ

れている｡ここでは,DNA抽出実験における

留意点をまとめた｡

2.実験方法と材料

DNA抽出実験については,すでに詳しい教

材研究がある (文献 1)｡高等学校での実験法

としては,文献 (2)が標準的な具体案と考え

られる｡これは明らかに文献 (3)に示した中

山生欧氏が1996年に開発した方法が元になって

いるCこの報告では,ネット上で紹介されてい

る 『"DNAの抽出実験"台所で30分間,バナ

ナのDNAが取 り出せる !､vwlV.geOCILies.jp/

terada26911/dna-chushusu』 と従来の方法と

の比較を行った｡

DNA抽出実験の場合,材料の選定が重要で

ある.サケの精巣 (白子)は,DNA含是が高

く入手も容易な最適な材料である｡一方,バナ

ナは年間を通じて入手でき,さらに細胞を破壊

することが容易な点が優れているが,他の生体

高分子に比べてDNAがどれ程含まれているか

疑問があるO

日野 晶也

3.実験結果

白子,納豆,バナナを材料に,文献 (3)の

方法による抽出で,エタノール添加後に境界面

に白く糸状の物質が析出された｡白子と納豆は

この物質をガラス棒で巻き取りが可能だが,バ

ナナの場合は不可能だった｡また得られた抽出

物を蒸留水に溶解 した後,分光光度計を用いて

測定すると,白子と納豆からは 230nm/260nm

が 0.6-0.8となり理想的な値 0.4よりやや大

きかった｡ しかし,バナナからの抽出物は260

… に明確など-クが得られず上記の比は 0.05

以下となった｡また,バナナからの抽出物の水

溶液は,ヨウ素でんぷん反応で青色を呈した｡

4.考察と指導法の提案

バナナから抽出された物質にDNAが含まれ

ていないとは言えない｡詳しい考察は紙面の関

係で省略するが,蛋白質を結合した多糖類,で

んふん等が多いと考えられる｡実際,DNA含

丑の少ない材料からの抽出に,グリコーゲンを

添加する方法が良く用いられている｡細胞から

DNAを含む蛋白質や多糖類を含む高分子を抽

出する実習としてはバナナが優れた材料と言え

るC学校現場で多人数のクラスを班に分ける場

合は,班毎に上述の異った材料を用いて同一の

方法で実習させて,結果の違いを考えさせるこ

とにより,他の単元の内容も含む総合的な学習

となりうる｡
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